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大
海
の
底
に
棲
む
魚
た
ち

　

3
月
10
日
付
け
の
朝
日
新
聞
、《
天
声
人
語
》

欄
で
「
底そ
こ

魚う
お

た
ち
の
悲
し
み
」
と
い
う
記
事
を 

読
み
ま
し
た
。

　

―
大
海
を
泳
ぎ
回
る
仲
間
と
違
い
、
海
の

底
に
褄
み
つ
く
魚
は
環
境
に
身
を
任
す
し
か
な 

い
。
水
が
汚
れ
れ
ば
同
じ
よ
う
に
汚
れ
、
海
が 

死
ん
だ
ら
事
切
れ
る
―
。

　

東
日
本
大
震
災
の
原
発
事
故
に
関
す
る
記
事

の
冒
頭
部
分
で
の
文
章
で
す
が
、
読
み
始
め
た

と
た
ん
、
い
い
よ
う
の
な
い
重
苦
し
い
気
持
ち

に
な
り
ま
し
た
。「
水
が
汚
れ
れ
ば
同
じ
よ
う
に

汚
れ
、
海
が
死
ん
だ
ら
事
切
れ
る
」
と
い
う
衝

撃
的
な
文
章
を
繰
り
返
し
読
む
う
ち
、
こ
の
小

さ
く
罪
の
な
い
動
物
に
、
い
っ
た
い
私
た
ち
は

何
を
し
て
い
る
の
か
、
と
自
間
自
答
し
た
の
で

し
た
。

●

　

最
近
、
大
き
な
水
族
館
に
出
向
く
と
、
清
ら

か
な
水
槽
の
中
を
た
く
さ
ん
の
魚
が
ゆ
う
ゆ
う

と
泳
い
で
い
ま
す
。
サ
メ
や
マ
グ
ロ
や
群
れ
を

つ
く
る
小
魚
た
ち
が
、
色
と
り
ど
り
の
照
明
を

浴
び
な
が
ら
、
い
か
に
も
気
持
ち
よ
さ
そ
う
に

回
遊
し
て
い
ま
す
。
目
を
こ
ら
す
と
、
水
槽
の

底
の
薄
暗
い
部
分
に
、
も
ち
ろ
ん
底
魚
も
い
ま

す
。
彼
ら
は
押
し
黙
り
そ
の
場
を
動
か
ず
、
自

分
の
領
域
を
守
っ
て
ひ
っ
そ
り
と
生
き
て
い
ま

す
。私
の
勝
手
な
想
像
で
す
が
、き
っ
と
彼
ら
は
、

真
上
を
泳
ぎ
回
る
同
じ
種
の
魚
た
ち
を
眺
め
て

い
る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
な
が
ら
彼

ら
は
、
回
遊
し
て
い
る
仲
聞
た
ち
を
決
し
て
う

ら
や
ま
し
が
る
こ
と
を
し
な
い
の
で
す
。
快
適

な
水
槽
の
底
が
と
に
か
く
気
に
入
っ
て
い
る
の

で
す
か
ら
。
そ
ん
な
ほ
ほ
え
ま
し
い
光
景
を
観

賞
し
て
い
る
人
間
た
ち
も
。
感
動
の
大
声
を
発

し
て
、
は
し
ゃ
い
で
い
る
の
で
す
。

●

　

私
た
ち
の
地
球
で
は
山
に
も
川
に
も
い
ろ
い

ろ
な
動
物
が
棲
ん
で
い
ま
す
。
そ
し
て
彼
ら
は

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
や
環
境
と
戦
い
、
生
態
を
変

え
な
が
ら
適
合
さ
せ
て
生
き
て
い
ま
す
。
自
然

界
に
は
他
の
種
の
動
物
が
い
る
こ
と
を
知
っ
て

い
る
動
物
た
ち
が
い
ま
す
。
ほ
乳
類
や
鳥
類
に

代
表
さ
れ
る
比
較
的
高
等
な
動
物
た
ち
で
す

が
、
そ
れ
ら
の
動
物
は
、
生
存
競
争
の
ま
っ
た

だ
中
で
生
命
の
危
険
と
引
き
換
え
に
生
き
て
い

ま
す
。
し
か
し
彼
ら
は
移
動
が
で
き
、
時
に
は

冒
険
も
で
き
、
結
構
自
分
の
存
在
に
満
足
し
て

い
る
の
で
す
。

　

と
こ
ろ
が
本
文
冒
頭
に
書
か
れ
て
い
る
大
海

に
棲
む
底
魚
た
ち
は
ど
う
な
の
で
し
ょ
う
。
彼

ら
は
ひ
た
す
ら
、
暗
い
海
の
底
で
生
き
な
け
れ

ば
な
ら
ぬ
と
い
う
こ
と
を
承
知
し
て
い
る
筈
で

す
が
、
大
海
を
回
遊
し
て
い
る
同
じ
種
の
マ
グ

ロ
や
カ
ツ
オ
の
こ
と
を
知
っ
て
い
る
の
で
し
ょ

う
か
。

●

　

新
入
生
の
保
護
者
の
皆
さ
ん
、
ご
入
学
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
い
よ
い
よ
新
た
な
世
界

へ
の
船
出
で
す
。
よ
う
こ
そ
私
学
に
お
い
で
下

さ
い
ま
し
た
。
と
は
い
っ
て
も
、
昨
今
の
経
済

情
勢
を
鑑
み
ま
す
と
、
こ
れ
ま
で
育
て
て
こ
ら

れ
た
保
護
者
の
方
々
の
ご
苦
労
を
お
察
し
致
し

ま
す
。
そ
し
て
こ
れ
か
ら
も
ご
苦
労
が
あ
り
ま

す
が
、
も
う
ひ
と
踏
ん
張
り
し
て
、
お
子
さ
ん

を
大
事
に
育
て
上
げ
て
下
さ
い
。

　

こ
の
時
期
、
未
知
の
環
境
に
突
入
し
た
新
入

生
た
ち
は
、
大
き
な
期
待
と
小
さ
な
不
安
が
入

り
交
じ
る
複
雑
な
思
い
に
駆
ら
れ
て
い
る
こ
と

で
し
ょ
う
。
し
か
し
す
ぐ
に
慣
れ
ま
す
。
ご
自

分
で
選
ば
れ
た
学
校
で
す
か
ら
、
自
分
か
ら
積

極
的
に
慣
れ
親
し
み
ま
し
ょ
う
。
学
習
意
欲
や

ス
ポ
ー
ツ
へ
の
励
み
が
、
そ
こ
か
ら
生
ま
れ
て

く
る
の
で
す
。

●

　

ご
存
知
の
通
り
私
学
に
は
建
学
の
精
神
に
基

づ
く
そ
れ
ぞ
れ
の
教
育
目
標
が
あ
り
ま
す
。
学

習
に
関
し
て
は
独
自
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
あ
り
、

ス
ポ
ー
ツ
に
は
熱
い
思
い
が
あ
り
、
ま
た
、
学

校
生
活
は
も
ち
ろ
ん
、
社
会
生
活
に
対
し
て
も

厳
し
い
し
つ
け
を
行
い
ま
す
。
私
学
に
は
公
立

に
な
い
独
特
の
教
育
理
念
が
あ
り
ま
す
の
で
、

大
事
な
時
期
を
過
ご
さ
れ
る
お
子
さ
ん
を
あ
ず

か
っ
た
以
上
、
如
何
に
正
し
く
成
長
さ
せ
る
か

を
常
に
考
え
実
践
し
て
い
る
の
で
す
。

　

子
供
た
ち
は
「
底
魚
」
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

私
た
ち
は
気
づ
い
て
い
な
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん

が
、
豊
か
な
感
性
を
も
ち
、
私
た
ち
が
知
ら
な

い
世
界
も
ひ
そ
か
に
知
っ
て
い
る
の
で
す
。
私

学
の
先
生
方
は
そ
れ
を
十
分
承
知
の
上
、
教
育

に
携
わ
れ
て
い
る
の
で
す
。
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私
学
助
成
に
つ
き
ま
し
て
は
、
県
の
教
育
に
お
け
る
私

立
学
校
の
果
た
し
て
い
る
役
割
や
県
内
百
十
万
人
の
児
童
・

生
徒
の
約
二
十
五
％
に
当
た
る
二
十
七
万
人
が
在
学
し
て

い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、

　

①
教
育
条
件
の
維
持
向
上

　

②
児
童
生
徒
の
修
学
上
の
経
済
的
負
担
の
軽
減

　

③
学
校
運
営
の
健
全
性
の
向
上

の
三
つ
を
柱
に
様
々
な
助
成
を
従
来
か
ら
行
っ
て
い
ま
す
。

  

平
成
二
十
五
年
度
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

一
　
当
初
予
算
編
成
方
針

　

神
奈
川
再
生
へ
の
第
一
歩
を
踏
み
出
す
た
め
、
緊
急
財

政
対
策
に
取
り
組
み
、
財
政
基
盤
の
確
立
を
図
る
一
方
、

少
子
高
齢
化
へ
の
対
応
や
県
民
の
安
全
・
安
心
の
確
保
な

ど
「
か
な
が
わ
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
」
に
掲
げ
た
事
業
を

着
実
に
推
進
し
て
い
く
年
と
な
る
よ
う
に
取
り
組
ん
だ
と

こ
ろ
で
す
。

　

こ
う
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
保
護
者
の
学
費
負
担
の
軽

減
を
図
る
た
め
、
私
立
高
等
学
校
等
生
徒
学
費
補
助
に
つ

い
て
、
年
収
約
二
百
五
十
万
円
か
ら
約
五
百
万
円
未
満
の

世
帯
に
つ
い
て
、
補
助
単
価
を
増
額
し
、
支
援
の
充
実
を

図
り
ま
す
。

二
　
一
般
会
計

　

本
県
の
平
成
二
十
五
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
は
、
一

兆
七
千
六
百
三
十
一
億
五
百
万
円
で
、
二
十
四
年
度
当
初

予
算
に
比
べ
、
九
十
九
億
五
千
七
百
万
円
、
〇
・
六
％
の

減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

三
　
私
学
振
興
費

　

私
学
振
興
費
に
つ
き
ま
し
て
は
、
六
百
二
十
億
五
千
百

一
万
五
千
円
で
、
前
年
度
に
比
べ
、
六
億
二
千
百
四
十
八

万
三
千
円
、
一
％
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
一
）
経
常
費
補
助

　

私
立
学
校
の
経
常
的
な
経
費
に
対
す
る
助
成
は
、
標
準

的
運
営
費
方
式
と
補
助
率
を
維
持
し
て
お
り
ま
す
が
、
神

奈
川
再
生
の
第
一
歩
と
し
て
緊
急
財
政
対
策
に
取
り
組
ん

だ
結
果
、
四
百
五
十
七
億
七
千
百
三
十
七
万
七
千
円
で
、

前
年
度
に
比
べ
、二
億
五
千
三
百
六
十
万
三
千
円
、〇
・
六
％

の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
今
ま
で
高
校
と

中
等
教
育
学
校
後
期
課
程
で
実
施
し
て
い
た
「
少
人
数
教

育
等
き
め
細
か
な
学
習
指
導
の
推
進
」
に
つ
い
て
小
学
校
・

中
学
校
・
中
等
教
育
学
校
前
期
課
程
ま
で
広
げ
る
こ
と
と

い
た
し
ま
し
た
。

　

校
種
別
で
は
、
高
等
学
校
は
、
百
八
十
九
億
五
千
九
百

九
十
二
万
二
千
円
で
、
前
年
度
に
比
べ
、
一
・
三
％
の
減

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

中
等
教
育
学
校
は
、
六
億
六
千
八
百
三
十
三
万
八
千
円

で
、
前
年
度
に
比
べ
、
五
・
一
％
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

中
学
校
は
、
五
十
四
億
四
千
五
百
二
十
八
万
円
で
、
前

年
度
に
比
べ
、
三
・
一
％
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

小
学
校
は
、
二
十
一
億
六
千
七
百
五
十
九
万
三
千
円
で
、

前
年
度
に
比
べ
二
・
三
％
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
二
）
私
立
高
等
学
校
等
就
学
支
援
事
業
・
生
徒
学
費
補
助

　

家
庭
の
状
況
に
か
か
わ
ら
ず
、
全
て
の
意
志
あ
る
高
校

生
等
が
安
心
し
て
勉
学
に
打
ち
込
め
る
よ
う
、
高
校
学
校

等
就
学
支
援
金
及
び
学
費
補
助
に
よ
り
、
家
庭
の
教
育
費

負
担
の
軽
減
を
図
る
事
業
で
、
予
算
額
は
、
就
学
支
援
金

と
学
費
補
助
を
合
わ
せ
て
、
百
二
十
六
億
二
千
四
百
八
十

九
万
七
千
円
で
、
前
年
度
に
比
べ
、
一
・
七
％
の
増
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

な
お
、
補
助
単
価
を
増
額
し
、
授
業
料
が
県
内
私
学
の

平
均
で
あ
る
年
間
四
十
二
万
円
の
高
校
に
進
学
し
た
場
合
、

年
収
約
二
百
五
十
万
円
か
ら
約
三
百
五
十
万
円
未
満
の
世

帯
に
つ
い
て
、
授
業
料
の
月
あ
た
り
負
担
額
が
一
万
円
、

年
収
約
三
百
五
十
万
円
か
ら
約
三
百
五
十
万
円
未
満
の
世

帯
に
つ
い
て
、
授
業
料
の
月
あ
た
り
負
担
額
が
一
万
五
千

円
で
済
む
よ
う
、
支
援
の
充
実
を
図
る
こ
と
と
い
た
し
ま

し
た
。

（
三
）
私
立
学
校
生
徒
学
費
緊
急
支
援
事
業
費

　

保
護
者
の
失
職
や
倒
産
等
に
よ
り
、
家
計
が
急
変
し
た

児
童
・
生
徒
の
学
費
負
担
の
影
響
を
軽
減
す
る
た
め
、
授

業
料
を
軽
減
し
た
私
立
高
等
学
校
等
に
補
助
す
る
も
の
で
、

予
算
額
は
、
三
千
六
百
五
十
四
万
二
千
円
で
前
年
度
に
比

べ
、
五
・
三
％
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
四
）
被
災
幼
児
児
童
生
徒
就
学
支
援
補
助
金

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被
災
し
た
幼
児
児
童
生
徒
の
授

業
料
等
免
除
措
置
を
行
っ
た
私
立
学
校
の
設
置
者
に
対
し

て
補
助
す
る
も
の
で
、
予
算
額
は
、
三
千
七
十
七
万
八
千

円
で
前
年
度
に
比
べ
、
二
・
六
％
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
五
）
私
立
学
校
施
設
耐
震
診
断
調
査
費
補
助

　

児
童
生
徒
等
の
安
全
確
保
と
災
害
時
の
近
隣
住
民
の
避

難
施
設
と
し
て
の
公
共
性
を
考
慮
し
て
、
耐
震
診
断
調
査

の
促
進
が
図
ら
れ
る
よ
う
学
校
施
設
の
耐
震
診
断
調
査
費

の
一
部
に
対
し
補
助
す
る
も
の
で
、
予
算
額
は
、
二
千
九

百
六
十
万
五
千
円
で
、
前
年
度
に
比
べ
、
十
五
・
一
％
の

減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
六
）
私
立
学
校
教
職
員
退
職
金
制
度
補
助
金

　

私
立
学
校
教
職
員
に
対
す
る
退
職
手
当
金
の
給
付
財
源

の
一
部
を
補
助
し
、
教
職
員
の
福
利
厚
生
の
支
援
を
図
る

も
の
で
す
。
予
算
額
は
、
八
億
五
千
九
十
一
万
六
千
円
で
、

前
年
度
に
比
べ
、
〇
・
六
％
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
七
）
日
本
私
立
学
校
振
興
・
共
済
事
業
団
補
助
金

　

私
立
学
校
教
職
員
の
福
利
厚
生
の
支
援
を
図
る
た
め
、

私
学
共
済
の
長
期
給
付
事
業
の
一
部
に
対
し
補
助
す
る
も

の
で
す
。予
算
額
は
、五
億
九
千
九
百
九
十
一
万
二
千
円
で
、

前
年
度
に
比
べ
、
一
・
六
％
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
八
）
私
学
団
体
助
成
費

　

私
学
保
護
者
会
連
合
会
を
は
じ
め
私
学
団
体
が
行
っ
て

い
る
「
い
じ
め
・
暴
力
」
関
連
研
修
並
び
に
「
薬
物
乱
用

防
止
研
修
」
等
に
対
し
補
助
す
る
も
の
で
す
。
予
算
額
は
、

総
額
で
、
六
百
二
十
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
九
）
公
私
立
学
校
協
調
事
業
費

　

公
立
、
私
立
の
枠
組
み
に
と
ら
わ
れ
ず
、
公
教
育
を
担

う
公
私
の
高
等
学
校
が
協
調
を
深
め
、
特
色
を
生
か
し
な

が
ら
、
共
に
向
上
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
行
う
た
め
の
協

調
事
業
と
し
て
、
神
奈
川
の
高
校
展
開
催
事
業
及
び
公
私

教
員
研
修
事
業
等
を
実
施
す
る
も
の
で
す
。
予
算
額
は
、

百
三
十
万
五
千
円
で
、
前
年
度
に
比
べ
、
八
・
四
％
の
減

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

以
上
が
平
成
二
十
五
年
度
当
初
予
算
の
主
な
内
容
で
す
。

今
後
と
も
、
皆
様
の
私
学
行
政
に
対
す
る
ご
理
解
と
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

神奈川県次世代育成部私学振興課平成25年度　私学助成の概要
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平成25年度当初予算私学振興費の概要 私学振興課

事　業　名　等 平成 25年度 平成 24 年度 比較増減 前年度比 摘　　　　　要当初予算額 当初予算額
[　] は内数 千円 千円 千円 ％

教育条件の維持向上､修学上の経済的負担の軽減及び学校経営の健全性の
向上を図るため､私立学校の経常的な経費や特色ある教育への取組みに対
し助成する。

１ 経常費補助 45,771,377 46,024,980 △ 253,603 99.4

（1）高等学校 18,959,922 19,208,090 △ 248,168 98.7
[ 教育改革推進費 ] [ 116,860 ] [ 132,850 ] [ △ 15,990 ]

（2）中等教育学校 668,338 704,065 △ 35,727 94.9
[ 教育改革推進費 ] [ 4,660 ] [ 6,000 ] [ △ 1,340 ]

（3）中学校 5,445,280 5,618,191 △ 172,911 96.9
[ 教育改革推進費 ] [ 51,360 ] [ 68,400 ] [ △ 17,040 ]

（4）小学校 2,167,593 2,217,994 △ 50,401 97.7
[ 教育改革推進費 ] [ 17,120 ] [ 32,100 ] [ △ 14,980 ]

（5）特別支援学校 506,835 547,330 △ 40,495 92.6

（6）幼稚園 16,632,649 16,361,814 270,835 101.7
[ 預かり保育推進費 ] [ 688,900 ] [ 639,300 ] [ 49,600 ]
[ 地域開放推進費 ] [ 175,800 ] [ 125,000 ] [ 50,800 ]

（7）専修 ･各種学校 1,390,760 1,367,496 23,264 101.7

２ 私立幼稚園特別 1,438,640 1,241,856 196,784 115.8 障害のある幼児と共に学び､共に育つ保育を推進するため､障害のある幼児
を受け入れる幼稚園に対し助成する。支援教育費補助

○補助対象園児数の増1,974←1,715人（259人増）

３ 高等学校等就学 9,469,357 9,417,968 51,389 100.5 家庭の状況にかかわらず､全ての意志ある高校生等が安心して勉学に打ち
込めるよう､高等学校等就学支援金及び生徒学費補助により､家庭の教育費
負担の軽減を図る。

支援事業費

・授業料 （単位:円）
４ 私立高等学校等 3,155,540 2,992,296 163,244 105.5 区　分

（年収は4人世帯目安）
支援額
合　計生徒学費補助 就学支援 学費補助

生活保護世帯 420,000 237,600 182,400

市町村民税所得割非課税世帯
（年収約250万円未満世帯） 420,000 237,600 182,400（1）高等学校等 3,000,026 2,845,242 154,784 105.4
年収約250万円から
年収約350万円未満世帯 300,000 178,200 121,800

年収約350万円から
年収約500万円未満世帯 240,000 118,800 121,200（2）専修学校高等課程 155,514 147,054 8,460 105.8
年収約500万円から
年収約750万円未満世帯 193,200 118,800 74,400

・入学金 99,000円（対象は年収約750万円未満世帯）

○年収約250万円から約500万円未満世帯の補助単価の増

５ 私立学校生徒学費 36,542 38,605 △ 2,063 94.7 保護者の失職や倒産により､家計が急変した生徒等への影響を軽減するた
め､授業料を軽減した私立高等学校等に対し助成する。緊急支援事業費

高等学校等 補助額（円） 小中学校 補助額（円）

生活保護相当世帯または年収
約250万円未満世帯 118,800

生活保護
相当世帯 168,000

住民税所得
割非課税 149,000

年収約250万円から年収
約750万円未満世帯 59,400 一定所得

基準額以下 90,000

6 被災幼児児童生徒 30,778 29,998 780 102.6 東日本大震災により被災した幼児児童生徒の授業料等免除措置を行った私
立学校の設置者に対し、補助を行う。

就学支援補助金

７ 私立学校振興資金 4,967 5,402 △ 435 91.9 教育環境の充実､災害時の安全確保を図るため､施設整備に対しその資金の
融資あっせんを行うとともに利子の一部を補給する。利子補給費

・補助率 1.0%（償還期間10年以内）
1.2%（償還期間10年超）

・補給期間 10年間

８ 私立学校施設耐震 29,605 34,887 △ 5,282 84.9 児童生徒等の安全確保及び災害時の避難施設としての公共性の観点から､
耐震診断調査を実施する私立学校に対し助成する。診断調査費補助

・補助限度額　高3,400千円､小中1,800千円､
　　　　　　　幼1,000千円､専各1,400千円
・補助率 2/3以内

９ 私立学校教職員 850,916 845,965 4,951 100.6 教職員の福利厚生を支援するため､退職手当金給付財源の一部を助成する。退職金制度補助金

（1）小 ･中 ･高等学校 494,484 494,368 116 100.0 ・補助率 県 18/1000

（2）幼稚園 296,334 291,250 5,084 101.7 ・補助率 県 13/1000

（3）専修 ･各種学校 60,098 60,347 △ 249 99.6 ・補助率 県 17/1000

10 日本私立学校振興 599,912 590,470 9,442 101.6 教職員の福利厚生を支援するため､私学共済の長期給付財源の一部を助成
する。共済事業団補助金
・補助率 県 8/1000

11 私学団体助成費 6,200 6,200 0 100.0 中学高等学校協会他４私学団体の研修事業費等に助成する。

・研修事業（いじめ薬乱除く）	 4,440千円
・いじめ暴力､薬物乱用防止研修	 1,060千円
・教育連携事業への支援	 600千円
・ブロック会議支援	 100千円

12 公私立学校 1,305 1,425 △ 120 91.6 公私立高等学校による協調事業を実施する。
協調事業費 ・神奈川の高校展事業 1,080千円

・公私教員研修事業 225千円
14 その他 655,876 199,480 456,396 328.8 ・私立学校審議会費ほか

合　　　　計 62,051,015 61,429,532 621,483 101.0
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研
修
に
参
加
し
て幹

事　

平
山　

圭
子

（
横
浜
富
士
見
丘
学
園
中
等
教
育
学
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
副
会
長
）

　

横
浜
か
ら
バ
ス
で
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
と

浅
草
寺
へ
。展
望
台
か
ら
の
眺
め
が
ど
う
か
、

ま
た
、
浅
草
も
屋
外
の
散
策
な
の
で
、
当
日

ま
で
天
候
が
心
配
で
し
た
。
し
か
し
曇
天
な

が
ら
も
雨
に
見
舞
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
無
事

に
研
修
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ス
カ
イ
ツ
リ
ー
展
望
台
か
ら
の
眺
望
は
圧

巻
で
し
た
。
遠
景
は
霞
ん
で
い
ま
し
た
が
、

眼
下
に
広
が
る
眺
め
は
、
ま
る
で
ジ
オ
ラ
マ

を
見
て
い
る
か
の
よ
う
で
し
た
。
隣
接
す
る

「
そ
ら
ま
ち
」
は
、
モ
ダ
ン
な
商
業
施
設
で

し
た
。様
々
な
魅
力
あ
る
お
店
が
沢
山
あ
り
、

一
日
中
楽
し
め
そ
う
で
す
。
土
日
、
祝
祭
日

は
、
屋
外
の
広
場
で
大
道
芸
も
行
わ
れ
て
い

る
そ
う
で
す
。

　

次
に
浅
草
寺
に
到
着
す
る
と
、
平
日
な
の

に
大
勢
の
観
光
客
が
い
て
、
仲
見
世
の
混
雑

に
驚
き
ま
し
た
。
海
外
か
ら
来
て
い
る
方
も

多
く
、
日
本
の
イ
メ
ー
ジ
を
象
徴
す
る
場
所

の
ひ
と
つ
で
あ
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。

浅
草
寺
や
周
辺
の
下
町
風
情
あ
ふ
れ
る
町
並

み
か
ら
、
見
え
隠
れ
す
る
東
京
ス
カ
イ
ツ

リ
ー
。
あ
ま
り
に
違
う
も
の
が
並
存
し
て
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
景
色
は
全
く
違

和
感
な
く
、
む
し
ろ
新
鮮
に
感
じ
ま
し
た
。

　

時
間
を
気
に
し
な
が
ら
の
見
学
で
し
た

が
、
ポ
イ
ン
ト
を
絞
っ
て
ま
わ
り
、
駆
け
足

な
が
ら
も
満
足
し
た
一
日
で
し
た
。
参
加
さ

れ
た
皆
様
も
、
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
は
初
め
て
と

い
う
人
が
ほ
と
ん
ど
で
、
今
回
の
研
修
が
、

今
後
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
等
に
何
ら
か
の
形
で
お

役
に
立
て
た
ら
幸
い
で
す
。

　

保
護
者
会
連
合
会
と
保
護
者
会
交
流
会
の

会
員
、
そ
し
て
関
係
者
の
総
勢
１
０
２
名
は
、

満
席
の
大
型
バ
ス
２
台
で
平
成
24
年
11
月
５

日
（
月
）
９
時
10
分
に
横
浜
駅
西
口
を
出
発

（
補
助
席
利
用
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
役
員
の
皆

様
大
変
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
）。途
中
、

浅
草
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル
で
早
め
の
ラ
ン
チ
を
と

り
、
メ
イ
ン
の
研
修
先
で
あ
る
東
京
ス
カ
イ

ツ
リ
ー
に
向
か
い
ま
し
た
。

●
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
見
学

　

ツ
ア
ー
バ
ス
は
、
12
時
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
に

到
着
。
間
近
に
天
空
を
見
上
げ
て
、
圧
巻
！

思
わ
ず
「
オ
オ
キ
イ
！
」
と
目
を
見
開
い
て

し
ま
い
ま
し
た
。
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
屋
内
で
は
、

ま
ず
２
班
に
分
か
れ
て
記
念
写
真
の
撮
影
。

　

10
分
ほ
ど
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
（
40
人
乗
り
）

待
ち
を
し
、
や
や
緊
張
の
約
50
秒
（
分
速

６
０
０
ｍ
）
で
地
上
３
５
０
ｍ
の
「
展
望
デ
ッ

キ
」
に
到
着
。
一
般
の
入
場
者
の
方
々
は
、

２
時
間
30
分
待
ち
と
い
う
こ
と
で
し
た
の
で

「
よ
か
っ
た
」
と
の
小
さ
な
歓
声
（
苦
労
し
て

予
約
し
た
か
い
が
あ
り
ま
し
た
）。
グ
ル
ー
プ

は
、
更
に
電
波
塔
に
あ
る
展
望
台
と
し
て
は

世
界
一
の
「
展
望
回
廊
・
地
上
４
５
０
ｍ
」

に
も
上
り
、
こ
れ
ま
で
見
た
こ
と
の
な
い
景

観
に
し
ば
し
無
言
状
態
。
当
日
は
あ
い
に
く

の
曇
り
空
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
西
側
の
遥

か
か
な
た
の
天
空
は
薄
青
色
や
ピ
ン
ク
色
と

な
り
、
山
々
の
美
し
い
シ
ル
エ
ッ
ト
も
見
え

感
動
。

　

ま
た
、
ガ
ラ
ス
張
り
の
床
コ
ー
ナ
ー
も
あ

り
、
人
や
車
は
点
の
よ
う
に
小
さ
く
、
ゾ
ク
ッ

と
腰
が
引
け
て
し
ま
う
高
所
恐
怖
症
感
覚
。

ス
カ
イ
ツ
リ
ー
に
上
ら
れ
た
参
加
者
皆
様
は
、

そ
れ
ぞ
れ
に
新
た
な
感
動
や
発
見
を
さ
れ
た

こ
と
で
し
ょ
う
。

●
浅
草
方
面
散
策

　

ス
カ
イ
ツ
リ
ー
を
後
に
し
、
14
時
20
分
浅

草
寺
に
到
着
。
こ
ち
ら
で
は
１
時
間
20
分
間

の
自
由
行
動
が
あ
り
、
雷
門
、
仲
見
世
通
り
、

浅
草
寺
の
見
学
や
買
い
物
、
甘
味
所
へ
の
立

ち
寄
り
な
ど
を
さ
れ
た
グ
ル
ー
プ
も
い
た
よ

う
で
す
。

　

一
行
は
散
策
を
終
了
し
帰
路
へ
。
バ
ス
の

中
で
各
校
の
代
表
者
の
方
と
和
や
か
に
意
見

交
換
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
17
時
頃
に
横
浜

駅
西
口
に
到
着
し
ま
し
た
。

●
終
わ
り
に
一
言

　

私
ど
も
が
企
画
す
る
恒
例
の
親
睦
研
修
ツ

ア
ー
事
業
は
、
神
奈
川
県
私
学
保
護
者
会
連

合
会
と
の
共
催
事
業
と
し
て
行
わ
れ
て
お
り

ま
す
。
今
年
度
も
各
学
校
の
代
表
の
皆
様
に

は
多
数
ご
参
加
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
次
年
度
も
有
意
義
で
魅

力
あ
る
企
画
を
準
備
す
る
予
定
で
す
の
で
、

そ
の
節
は
お
気
軽
に
参
加
下
さ
い
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

　

最
後
に
、
研
修
ツ
ア
ー
の
無
事
終
了
に
あ

た
り
、
共
催
い
た
だ
き
ま
し
た
保
護
者
連
、

神
奈
川
県
私
学
中
高
協
会
の
先
生
方
、
関
係

者
皆
様
に
深
く
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
研
修
を
終
え
て

神
奈
川
県
私
学
保
護
者
会
交
流
会
　
代
表
　
石
　
田
　
　
　
隆

平
成
24
年
度 

第
１
回
研
修
事
業

1 号車2号車
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近
年
の
教
育
政
策
は
ゆ
れ
て
い
る
。
偏
差
値
至
上
主
義
で

荒
れ
る
子
ど
も
た
ち
が
増
え
る
と
「
ゆ
と
り
教
育
」
の
方
針

を
変
え
た
り
、
学
習
到
達
度
調
査
の
国
際
調
査
結
果
で
日
本

の
学
力
が
低
下
（
20
位
）
し
た
と
騒
が
れ
る
と
再
び
見
直
し

を
し
た
り
す
る
。

　

振
り
子
の
よ
う
に
揺
れ
動
く
主
体
性
の
な
い
教
育
方
針
の

中
で
、
昨
年
の
12
月
４
日
に
予
定
さ
れ
て
い
た
「
私
学
振
興

全
国
大
会
」
が
、
衆
議
院
解
散
直
後
の
た
め
に
前
代
未
聞
の

中
止
と
な
り
ま
し
た
。

　

文
部
科
学
省
は
「
私
立
学
校
の
振
興
を
重
要
政
策
課
題
と

位
置
づ
け
、よ
り
一
層
の
充
実
に
努
め
る
」と
し
て
い
な
が
ら
、

同
じ
総
論
の
中
に
そ
れ
ぞ
れ
の
自
助
努
力
を
求
め
て
い
ま
す
。

（
文
部
科
学
省
白
書
）

　

政
治
の
舵
取
り
次
第
で
国
民
の
生
活
や
私
学
の
興
亡
が
大

き
く
影
響
を
受
け
る
現
実
が
あ
り
、
私
学
は
公
立
の
５
分
の

１
の
助
成
で
健
気
に
そ
れ
ぞ
れ
の
建
学
の
精
神
を
貫
き
、
特

色
あ
る
学
校
づ
く
り
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
「
私
学
振
興
全
国
大
会
」
は
年
一
度
、
国
へ
格
差
是
正
を
求

め
る
陳
情
活
動
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
昨
年
は
大

変
残
念
な
こ
と
に
中
止
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

私
学
保
護
者
会
連
合
会
は
、
今
後
も
よ
り
一
層
私
学
振
興
に

努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
が
理
事
に
就
任
し
て
３
年
に
な
り
ま
す
。
や
っ
と
自
分

が
何
を
し
て
い
る
の
か
わ
か
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。
今
年

も
、
役
員
会
、
研
修
会
、
関
東
地
区
代
表
者
会
な
ど
、
多
く

の
会
議
等
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
私
た
ち
保
護

連
の
活
動
の
中
心
に
は
、
な
に
よ
り
私
学
助
成
金
の
獲
得
が

あ
る
と
い
う
こ
と
も
見
え
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、私
に
と
っ

て
そ
の
活
動
の
意
味
合
い
が
少
し
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
変
化
は
「
私
立
学
校
の
授
業
料
無
償
化
」
の
実
現
を

考
え
た
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
大
阪
の
私
立
高
校
の

授
業
料
無
償
化
と
そ
の
後
の
経
過
を
考
え
て
い
る
う
ち
に
、

自
分
の
活
動
の
向
か
っ
て
い
た
ベ
ク
ト
ル
の
方
向
は
間
違
っ

て
い
た
よ
う
な
気
が
し
て
き
た
の
で
す
。

　

公
立
も
私
学
も
高
校
生
一
人
に
か
か
る
費
用
は
ど
ち
ら
も

概
ね
１
０
０
万
円
だ
そ
う
で
す
。
そ
れ
を
払
う
の
が
、
国
や

地
方
公
共
団
体
か
そ
れ
と
も
私
学
に
通
わ
せ
る
保
護
者
な
の

か
の
違
い
で
す
。
わ
れ
わ
れ
保
護
者
は
そ
の
費
用
の
大
半
を

払
っ
て
で
も
私
学
に
通
わ
せ
た
い
と
考
え
て
子
ど
も
た
ち
を

通
わ
せ
て
い
ま
す
。
も
し
こ
の
費
用
が
公
立
と
同
じ
に
な
っ

た
ら
ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う
。

　

教
育
と
い
う
も
の
に
お
金
が
絡
ん
で
し
ま
う
の
は
ど
う
し

よ
う
も
な
い
現
実
で
す
。だ
と
す
れ
ば
、公
と
民
間（
私
立
）が
、

こ
れ
ほ
ど
不
公
平
な
条
件
で
成
り
立
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と

自
体
、
少
し
お
か
し
く
思
え
て
き
ま
す
。
同
じ
金
額
を
か
け

れ
ば
同
程
度
の
サ
ー
ビ
ス
が
で
き
る
の
が
道
理
で
す
。
同
程

度
で
あ
れ
ば
、
自
己
負
担
が
多
い
サ
ー
ビ
ス
を
買
お
う
と
す

る
人
な
ど
い
な
い
は
ず
で
す
が
、
な
ぜ
か
そ
れ
を
買
お
う
と

す
る
人
が
私
た
ち
の
よ
う
に
た
く
さ
ん
存
在
す
る
わ
け
で
す
。

　

大
阪
の
私
立
高
校
の
授
業
料
無
料
化
の
結
末
で
す
が
、
４

割
の
公
立
高
校
が
定
員
割
れ
を
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
同

じ
土
俵
で
戦
う
と
こ
う
な
る
と
い
う
こ
と
が
、
何
を
意
味
す

る
の
か
は
明
々
白
々
で
す
。
私
学
に
行
き
た
く
て
も
行
け
な

か
っ
た
子
ど
も
が
、
私
学
に
行
け
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
、

す
ば
ら
し
い
事
実
で
す
。
そ
し
て
、
大
阪
府
は
こ
の
状
況
に

府
立
高
校
の
建
て
直
し
に
必
死
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

同
様
の
こ
と
は
、
京
都
な
ど
他
府
県
に
も
広
が
り
始
め
て
い

ま
す
。

　

自
分
た
ち
の
負
担
を
少
し
で
も
少
な
く
す
る
と
い
う
目
的

で
な
く
、
同
条
件
で
の
学
校
の
競
争
に
よ
る
学
校
教
育
の
向

上
と
、
子
ど
も
た
ち
に
よ
り
多
く
の
教
育
の
場
の
選
択
権
が

与
え
ら
れ
る
こ
と
を
真
の
目
的
と
し
て
、
活
動
を
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
の
協
議
会
は
、
県
と
私
学
関
係
手
団
体
等
が
主
催
す

る
「
い
じ
め
問
題
対
策
研
修
会
」
へ
の
参
加
と
な
り
、
学
事

振
興
課
よ
り
県
内
の
い
じ
め
・
暴
力
行
為
の
状
況
に
つ
い
て

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

平
成
23
年
度
、「
県
内
の
学
校
に
お
け
る
い
じ
め
の
発
生
率
」

は
全
国
で
ワ
ー
ス
ト
５
位
、「
暴
力
行
為
の
発
生
率
」
は
ワ
ー

ス
ト
２
位
に
な
り
ま
し
た
。
暴
力
行
為
は
、
県
内
の
私
立
高

校
で
は
前
年
比
で
１
１
５
人
減
少
し
て
い
ま
す
が
、
私
立
中

学
校
で
は
28
人
増
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

中
学
校
は
も
っ
と
荒
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て

い
ま
し
た
が
、
生
徒
指
導
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
わ

ず
か
な
暴
力
も
見
逃
さ
ず
指
導
に
当
た
っ
て
い
る
成
果
が
上

が
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
学
校
の
認
知
件
数
が
増

え
て
い
る
こ
と
は
喜
ば
し
い
こ
と
で
す
が
、
私
た
ち
保
護
者

も
各
家
庭
に
お
い
て
子
ど
も
た
ち
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
深
め
な
が
ら
、
少
し
の
変
化
も
見
過
ご
さ
な
い
よ
う
に
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

い
じ
め
に
つ
い
て
は
「
教
職
員
が
発
見
し
た
い
じ
め
は
、

認
知
し
た
い
じ
め
の
４
分
の
１
程
度
」
と
い
う
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。

　

い
じ
め
・
暴
力
行
為
と
も
に
、
私
た
ち
保
護
者
が
子
ど
も

を
よ
く
見
守
る
こ
と
、
そ
し
て
何
か
あ
れ
ば
す
ぐ
に
相
談
す

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
子
ど
も
の
た
め
に
何

が
で
き
る
の
か
を
再
認
識
し
た
研
修
会
で
し
た
。

　

研
修
会
の
後
半
に
は
、
神
奈
川
県
臨
床
心
理
士
会
副
会
長

で
あ
る
前
田
峰
子
先
生
を
講
師
に
「
思
春
期
の
発
達
課
題
と

対
応
に
つ
い
て
」
の
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。
具
体
的
な
事
例

を
交
え
て
の
お
話
は
、
と
て
も
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
こ
の
よ
う
な
講
演
会
を
開
催
し
て
い
た
だ
き
、

参
加
で
き
た
こ
と
を
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
来
年
度
も
参
加
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

第
２
回

い
じ
め
・
暴
力
行
為
問
題
対
策
協
議
会
の
報
告

理
事
　
深
　
沼
　
昭
　
彦

（
横
浜
清
風
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
常
任
顧
問
）

こ
の
一
年
間
を
振
り
返
っ
て

私
学
保
連
の
活
動
を
振
り
返
っ
て

会
計
理
事　

山
　
岸
　
篤
　
郎

（
立
花
学
園
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
参
与
）

理
事
　
原
　
　
　
大
　
蔵

（
聖
光
学
院
中
学
高
等
学
校
聖
光
会
理
事
）

5



【
司
会
の
佐
藤
副
会
長
よ
り
講
師
紹
介
】

　

本
日
の
講
師
で
あ
る
、
松
島 

伸
浩
（
ま
つ

し
ま 

の
ぶ
ひ
ろ
）
先
生
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

松
島
先
生
は
群
馬
県
み
ど
り
市
の
出
身
で

ご
ざ
い
ま
す
。
教
員
一
家
の
中
で
お
育
ち
に
な

り
ま
し
た
が
、
教
師
の
道
を
選
ば
ず
、
私
学
、

私
教
育
の
仕
事
を
志
し
ま
し
た
。

　

20
才
代
か
ら
大
手
の
進
学
塾
に
勤
め
ら
れ
、

36
才
で
自
分
の
学
習
塾
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

松
島
先
生
は「
社
会
に
出
て
必
要
と
さ
れ
る『
生

き
る
力
』
を
受
験
学
習
を
通
し
て
鍛
え
る
方
法

は
な
い
か
」
と
い
う
こ
と
を
、
ず
っ
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
し
た
。

　

43
才
の
と
き
に
、
高
濱
正
伸
（
た
か
は
ま　

ま
さ
の
ぶ
）
氏
が
主
宰
す
る
「
花
ま
る
学
習
会
」

に
入
社
し
、
教
務
部
長
、
事
業
部
長
を
歴
任
さ

れ
て
い
ま
す
。
現
在
は
、「
花
ま
る
グ
ル
ー
プ
」

の
常
務
取
締
役
と
「
ス
ク
ー
ル
Ｆ
Ｃ
」
の
代
表

を
勤
め
て
お
り
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
松
島
先
生
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

【
松
島
伸
浩
先
生
の
講
演
】

　
「
花
ま
る
グ
ル
ー
プ
」
は
、
小
中
学
生
を
中

心
に
、
学
習
や
野
外
体
験
を
通
し
て
「
生
き
る

力
」
を
育
み
、「
メ
シ
が
食
え
る
大
人
」
に
育

て
る
こ
と
を
理
念
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
発
端
は
、
今
か
ら
20
年
以
上
前
、「
花

ま
る
学
習
会
」
の
代
表
で
あ
る
高
濱
が
予
備
校

の
講
師
を
し
て
い
た
時
に
、
生
徒
の
何
事
に
も

意
欲
的
で
な
い
人
間
力
の
足
り
な
さ
、
覇
気
の

な
さ
に
、「
受
験
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
教
え
れ
ば
大

学
に
は
通
る
け
ど
、
社
会
に
出
て
か
ら
本
当
に

や
っ
て
い
け
る
の
だ
ろ
う
か
。」
と
い
う
問
題

意
識
を
持
っ
た
こ
と
か
ら
で
し
た
。

　
「
メ
シ
が
食
え
る
大
人
」
と
は
、
ち
ょ
っ
と

し
た
こ
と
で
は
め
げ
な
い
、
た
く
ま
し
い
人
間

力
を
持
っ
た
魅
力
的
な
大
人
の
こ
と
で
す
。
そ

の
前
提
に
は
次
の
３
つ
の
自
立
が
あ
り
ま
す
。

　

①
経
済
的
自
立　

②
社
会
的
自
立　

③
精

神
的
自
立
、
で
す
。

　

高
濱
が
危
惧
し
て
い
た
よ
う
に
、
今
で
は
フ

リ
ー
タ
ー
、
ニ
ー
ト
、
ひ
き
こ
も
り
な
ど
、
働

け
な
い
大
人
が
量
産
さ
れ
て
い
ま
す
。
彼
ら
の

中
に
は
一
流
大
学
を
出
て
、
一
度
は
大
き
な
企

業
に
就
職
し
た
人
間
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

３
つ
の
自
立
の
う
ち
、
経
済
的
な
自
立
の
チ
ャ

ン
ス
は
あ
っ
た
の
に
、
社
会
的
自
立
や
精
神
的

自
立
が
で
き
て
い
な
か
っ
た
た
め
に
、
生
き
残

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
わ
け
で
す
。

　

何
が
原
因
だ
っ
た
の
か
。
そ
れ
は
、
子
供
時

代
の
「
絶
対
的
な
経
験
量
の
不
足
」
と
「
子
育

て
」
に
あ
る
と
私
た
ち
は
考
え
て
い
ま
す
。
で

す
か
ら
、
花
ま
る
グ
ル
ー
プ
で
は
、
野
外
体
験

と
子
育
て
の
た
め
の
講
演
会
活
動
に
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
る
の
で
す
。

　

特
に
子
育
て
の
問
題
で
は
、「
育
て
方
の
問

題
と
い
う
よ
り
、
子
育
て
を
取
り
巻
く
社
会
、

環
境
の
問
題
」
で
あ
る
と
捉
え
て
い
ま
す
。
た

と
え
ば
、
豊
か
さ
ゆ
え
の
買
い
与
え
。
甘
や
か

す
つ
も
り
は
な
い
け
れ
ど
、
子
供
の
悲
し
げ
な

顔
に
耐
え
ら
れ
な
く
な
っ
て
、
つ
い
つ
い
。
し

か
し
、
わ
が
子
の
将
来
を
考
え
た
と
き
に
大
切

な
こ
と
は
、
基
準
を
持
っ
て
、「
ダ
メ
な
も
の

は
ダ
メ
。」
と
言
っ
て
あ
げ
る
こ
と
で
す
。
さ

ら
に
、
人
間
関
係
の
希
薄
化
の
問
題
。
昔
は
、

子
供
は
地
域
の
宝
で
し
た
。
み
ん
な
で
育
て
る

こ
と
が
当
た
り
前
で
し
た
か
ら
、
新
米
母
さ
ん

も
一
人
で
抱
え
込
ま
ず
に
、
近
所
の
先
輩
母
さ

ん
に
頼
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
都

市
化
、
核
家
族
化
の
中
で
、
一
人
孤
独
に
子
育

て
を
強
い
ら
れ
、
24
時
間
・
３
６
５
日
、
来
る

日
も
来
る
日
も
思
い
通
り
に
な
ら
な
い
わ
が
子

と
向
き
合
い
な
が
ら
、
疲
労
困
憊
し
て
イ
ラ
イ

ラ
感
が
た
ま
っ
て
い
く
。「
い
い
子
に
育
て
よ

う
。
そ
の
た
め
に
は
私
が
が
ん
ば
ら
な
く
て
は

…
。」
と
生
真
面
目
な
お
母
さ
ん
ほ
ど
一
人
で

抱
え
込
ん
で
し
ま
う
。
こ
う
し
た
と
き
に
、
妻

と
し
て
母
と
し
て
、
夫
か
ら
の
ね
ぎ
ら
い
の
一

言
が
ほ
し
い
の
に
、
男
女
の
性
の
違
い
か
ら
、

互
い
を
切
っ
て
捨
て
て
し
ま
う
と
い
う
不
幸
。

お
父
さ
ん
も
家
族
の
た
め
に
一
生
懸
命
に
働
い

て
い
ま
す
。
お
互
い
に
悪
気
は
な
い
の
で
す
。

　

子
育
て
で
一
番
大
切
な
こ
と
は
、「
お
母
さ

ん
の
心
の
安
定
」
で
す
。
子
供
は
い
つ
も
ニ
コ

ニ
コ
し
て
い
る
お
母
さ
ん
が
大
好
き
で
す
。
そ

の
「
い
い
お
母
さ
ん
像
」
を
演
出
す
る
の
が
お

父
さ
ん
の
役
割
で
す
。
そ
れ
が
難
し
い
よ
う
な

ら
ば
、
外
に
持
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
愚
痴
の

言
え
る
マ
マ
友
や
実
母
に
頼
り
ま
し
ょ
う
。
と

き
に
は
嵐
や
韓
流
ス
タ
ー
の
コ
ン
サ
ー
ト
に

行
っ
て
発
散
す
る
の
も
い
い
で
し
ょ
う
。
自
分

で
ス
ト
レ
ス
を
解
消
し
て
、「
よ
し
、
明
日
か

ら
ま
た
が
ん
ば
ろ
う
。」
と
い
う
前
向
き
な
気

持
ち
に
な
る
こ
と
が
、
ひ
い
て
は
健
や
か
な
子

供
の
成
長
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

こ
う
し
て
み
る
と
、
現
代
の
子
育
て
の
問
題

は
、
個
々
の
問
題
で
は
な
く
社
会
が
生
み
出
し

た
「
時
代
的
な
病
」
と
言
っ
て
も
い
い
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　
「
花
ま
る
グ
ル
ー
プ
」
は
、
子
育
て
に
は
２

つ
の
子
育
て
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
は
、
4
～
9
才
ま
で
の
「
赤
い
箱
」
の

時
代
と
11
～
18
才
の
「
青
い
箱
」
の
時
代
の
子

～
わ
が
子
に
「
生
き
る
力
」
を
育
む
思
春
期
の
子
育
て
～

子
育
て
で
強
く
す
る
家
庭
の
絆

講
　
師
　
花
ま
る
学
習
会　

ス
ク
ー
ル
Ｆ
Ｃ
代
表
　
松ま

つ

　
島し

ま

　
伸の

ぶ

　
浩ひ

ろ

　
先
生

平
成
25
年
2
月
20
日
（
水
）　
場
所
●
崎
陽
軒

平
成
24
年
度　

第
２
回
研
修
事
業
「
子
育
て
講
演
会
」
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育
て
で
す
。
10
才
は
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
、
ど
ち
ら

に
も
あ
て
は
ま
る
時
期
で
す
。
こ
の
２
つ
の
時

代
の
子
供
の
特
性
は
ま
っ
た
く
異
な
り
ま
す
。

赤
い
箱
の
子
供
は
、「
落
ち
着
き
が
な
い
、
反

省
で
き
な
い
、
好
き
な
も
の
し
か
や
ら
な
い
、

新
し
い
も
の
が
好
き
、
短
い
時
間
し
か
集
中
で

き
な
い
」な
ど
た
く
さ
ん
の
特
性
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
特
性
に
合
わ
せ
た
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
日

本
で
初
め
て
開
発
し
た
の
が
、
花
ま
る
学
習
会

で
す
。

　

今
回
は
、
こ
の
「
赤
い
箱
」
で
は
な
く
、
思

春
期
に
あ
た
る
「
青
い
箱
」
の
子
育
て
に
つ
い

て
お
話
し
い
た
し
ま
す
。　

　
「
青
い
箱
」
の
子
育
て
で
一
番
大
切
な
こ
と

は
、「
赤
い
箱
」
の
子
供
と
は
違
う
こ
と
を
親

が
意
識
し
て
切
り
替
え
て
い
く
こ
と
で
す
。

　

一
つ
に
は
思
春
期
の
心
の
成
長
に
伴
う
自
立

の
芽
を
摘
み
取
ら
な
い
こ
と
で
す
。
あ
れ
や
こ

れ
や
と
先
回
り
し
て
お
膳
立
て
を
し
て
あ
げ
る

の
で
は
な
く
、
い
つ
も
通
り
の
家
を
守
り
、
当

た
り
前
の
平
凡
な
声
か
け
を
し
な
が
ら
見
守
っ

て
あ
げ
る
こ
と
で
す
。「
お
な
か
、
空
い
て
い

る
ん
じ
ゃ
な
い
？
」「
風
邪
ひ
い
た
？
」
と
い

う
問
い
か
け
に
も
、
返
事
は
「
べ
つ
に
。」「
ビ

ミ
ョ
ー
。」
と
な
ん
と
も
素
っ
気
な
い
も
の
で

し
ょ
う
が
、「
ち
ゃ
ん
と
見
て
い
る
よ
。」
と
い

う
親
の
無
条
件
の
愛
が
伝
わ
れ
ば
、
子
供
は
道

を
外
れ
る
こ
と
な
く
育
ち
ま
す
。

　
「
青
い
箱
」
の
子
供
は
、
本
音
を
な
か
な
か

言
っ
て
く
れ
な
い
も
の
で
す
。
い
く
ら
親
が
そ

れ
を
引
き
出
そ
う
と
し
て
も
心
の
奥
底
に
し

ま
っ
た
ま
ま
で
す
。
彼
ら
に
と
っ
て
の
大
切
な

も
の
、
優
先
す
べ
き
こ
と
は
、
友
人
や
異
性
、

師
匠
や
憧
れ
の
人
な
ど
、
身
内
で
は
な
く
外
と

の
関
係
で
す
。
と
は
言
え
本
当
は
親
を
頼
り
に

し
て
い
ま
す
。
と
き
ど
き
言
葉
足
ら
ず
の
中
で

ア
ド
バ
イ
ス
や
援
助
を
求
め
て
き
ま
す
。
そ
う

い
う
時
も
余
計
な
一
言
を
言
わ
ず
、
親
と
し
て

の
基
準
を
明
確
に
示
し
、
あ
と
は
本
人
に
決
断

さ
せ
る
よ
う
に
仕
向
け
て
く
だ
さ
い
。
べ
っ
た

り
と
甘
え
た
い
わ
け
で
は
な
い
の
で
す
。
大
人

の
判
断
を
仰
ぎ
た
い
の
で
す
。
信
用
し
て
ほ
し

い
と
い
う
自
立
心
か
ら
来
る
プ
ラ
イ
ド
も
あ
る

で
し
ょ
う
。
わ
が
子
を
信
じ
て
温
か
い
ま
な
ざ

し
で
見
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、「
赤
い
箱
」
の
子
育
て
で
も
大
切
な

こ
と
な
の
で
す
が
、「
こ
れ
だ
け
は
負
け
な
い
。」

と
い
う
強
み
を
持
て
る
よ
う
応
援
し
て
あ
げ
て

く
だ
さ
い
。
そ
う
し
た
自
信
や
自
尊
心
を
も
っ

て
生
き
て
い
く
こ
と
が
、
社
会
で
出
会
う
困
難

や
壁
に
対
し
て
の
心
の
支
え
と
な
り
、
そ
れ
ら

を
乗
り
越
え
て
い
く
た
め
の
原
動
力
に
な
り
ま

す
。
そ
れ
か
ら
、「
強
み
を
持
つ
」
過
程
に
お

い
て
、
子
供
た
ち
は
物
事
を
究
め
る
面
白
さ
、

厳
し
さ
、
難
し
さ
を
知
り
ま
す
。
楽
し
い
こ
と

も
あ
れ
ば
つ
ま
ら
な
い
こ
と
も
あ
る
。
う
わ
べ

だ
け
で
は
わ
か
ら
な
い
物
事
の
奥
の
深
さ
を
身

を
も
っ
て
知
り
ま
す
。
こ
の
経
験
が
ほ
か
で
も

生
き
て
き
ま
す
。「
今
は
つ
ま
な
ら
い
こ
と
ば

か
り
だ
け
ど
、
も
し
か
し
た
ら
こ
の
先
に
面
白

い
こ
と
が
待
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。」
と

い
う
社
会
的
・
精
神
的
な
自
立
に
つ
な
が
る
創

造
的
な
思
考
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ

れ
は
、社
会
に
出
て
３
ヶ
月
も
し
な
い
う
ち
に
、

「
こ
の
会
社
は
合
わ
な
い
。」「
自
分
が
思
っ
て

い
た
仕
事
と
は
違
う
。」
と
言
っ
て
、「
自
分
探

し
の
旅
」
に
出
る
若
者
た
ち
に
欠
け
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　

最
後
に
、
親
自
ら
が
人
生
を
楽
し
み
ま
し
ょ

う
。
生
き
生
き
と
働
き
、
遊
ぶ
姿
を
子
供
に
見

せ
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。「
青
い
箱
」
の
子
供
た

ち
は
大
人
の
社
会
に
興
味
津
々
で
す
。
仕
事
を

見
せ
る
こ
と
が
難
し
い
の
で
あ
れ
ば
、
仕
事
の

面
白
さ
、
や
り
が
い
な
ど
を
語
っ
て
あ
げ
て
く

だ
さ
い
。
そ
う
し
た
荒
波
の
社
会
で
働
い
て
い

る
姿
や
臨
場
感
あ
ふ
れ
る
話
は
、
子
供
に
と
っ

て
は
刺
激
的
で
キ
ラ
キ
ラ
と
輝
い
て
映
る
に
違

い
あ
り
ま
せ
ん
。「
お
父
さ
ん
、
か
っ
こ
い
い

じ
ゃ
ん
。」
こ
う
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
家

庭
内
暴
力
が
収
ま
っ
た
例
も
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
子
供
を
引
っ
張
り
出
し
て
家
族
と
遊

ぶ
の
も
い
い
で
し
ょ
う
。
お
父
さ
ん
と
息
子
な

ら
釣
り
、
お
母
さ
ん
と
娘
な
ら
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

と
か
。
そ
う
い
う
時
間
や
空
間
を
作
り
出
す
こ

と
で
、
哲
学
を
語
っ
た
り
、
夢
を
語
っ
た
り
、

子
供
と
本
音
で
話
せ
る
機
会
が
生
ま
れ
て
き
ま

す
。
子
供
と
過
ご
せ
る
時
間
は
長
い
よ
う
で
実

は
短
い
も
の
で
す
。
巣
立
つ
前
の
今
の
時
間
を

ぜ
ひ
大
切
に
過
ご
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

ま
と
め
と
し
て
、多
感
な
時
期
だ
か
ら
こ
そ
、

親
が
で
き
る
こ
と
は
わ
が
子
を
信
じ
る
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。
そ
う
し
た
親
と
の
見
え
な
い
絆

が
、
自
尊
心
を
育
み
、
そ
の
後
の
人
生
を
支
え

る
大
き
な
力
と
な
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
、

子
ど
も
た
ち
の
未
来
に
夢
を
与
え
ら
れ
る
よ

う
、
私
た
ち
大
人
が
魅
力
的
な
人
生
を
歩
ん
で

い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
皆
様
の
ご

家
族
が
よ
り
強
い
絆
で
結
ば
れ
ま
す
よ
う
願
っ

て
い
ま
す
。

●
保
護
者
の
感
想

　

子
ど
も
が
自
立
す
る
た
め
に
必
要
な
「
３

つ
の
自
立
」、
母
親
の
存
在
、
思
春
期
の
接
し

方
を
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
私
の

家
庭
で
は
、
子
ど
も
と
の
共
通
の
趣
味
、
ス

ポ
ー
ツ
な
ど
の
会
話
が
多
く
、
親
が
少
し
「
バ

カ
な
振
り
」
を
し
て
子
ど
も
と
の
距
離
を
近

づ
け
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。「
自
分
の
強
み
」

を
持
つ
こ
と
、
自
信
を
つ
け
る
こ
と
等
、
こ
れ

か
ら
子
ど
も
と
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

し
た
。（
中
学
生
の
親
）

　
「
子
ど
も
を
信
じ
て
見
守
る
」
こ
と
の
大
切

さ
を
痛
感
し
ま
し
た
。
情
報
量
過
多
の
時
代

の
中
で
、「
ぶ
れ
な
い
基
準
」
を
持
つ
こ
と
は

大
変
で
す
が
、
模
索
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。（
中
学
生
、
高
校
生
の
親
）
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◆
10
月
29
日（
月
）

竹
内
英
明
県
議
会
議
長
の
就
任
を
祝
う
会

＊
横
浜
ロ
イ
ヤ
ル
パ
ー
ク
ホ
テ
ル

（
市
川
会
長
、
以
下
2
名
）

◆
11
月
5
日（
月
）

平
成
24
年
度
「
研
修
事
業
Ⅰ　

東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
」

＊
横
浜
天
理
ビ
ル
前
、
集
合
・
解
散

（
参
加
者
数
：
保
護
者
会
72
名
、
交
流
会
29
名
）

◆
11
月
28
日（
水
）

事
務
長
会
「
40
周
年
記
念
式
典
」

＊
キ
ャ
メ
ロ
ッ
ト
・
ジ
ャ
パ
ン

◆
12
月
4
日（
火
）

私
学
振
興
全
国
大
会
は
中
止　
　

＊
日
比
谷
公
会
堂

◆
1
月
11
日（
金
）

私
学
新
春
の
つ
ど
い

＊
横
浜
ロ
イ
ヤ
ル
パ
ー
ク
ホ
テ
ル

◆
2
月
20
日（
水
）「
研
修
事
業
Ⅱ　

子
育
て
後
援
会
」

＊
崎
陽
軒
本
店
（
横
浜
駅
東
口
）

（
参
加
者
数
：
保
護
者
会
75
名
）

◆
4
月
29
日（
月　

祝
：
昭
和
の
日
）

「
第
8
回
神
奈
川
私
立
中
学
相
談
会
」
後
援　

＊
パ
シ
フ
ィ
コ
横
浜
展
示
ホ
ー
ル
Ｄ

◆
5
月
14
日（
火
）

平
成
24
年
度
5
月
理
事
会
（
最
終
）

平
成
24
年
度
会
計
監
査

◆
5
月
24
日（
金
）

平
成
25
年
度
「
定
時
総
会
」　

＊
崎
陽
軒
本
店

特
別
演
奏
会
「
ソ
プ
ラ
ノ
と
ピ
ア
ノ
の
演
奏
」

◆
7
月
12
日（
金
）～
13
日（
土
）

日
本
私
学
保
連
総
会　

＊
香
川
県
高
松
市

◆
7
月
15
日（
月　

祝
：
海
の
日
）

「
第
14
回
神
奈
川
全
私
学
（
中
・
高
）
展
」
後
援

＊
パ
シ
フ
ィ
コ
横
浜
展
示
ホ
ー
ル
Ｃ
Ｄ

◆
8
月
28
日（
水
）

関
東
私
学
保
連
代
表
者
会
・
研
修
会　

＊
栃
木
県

（
市
川
会
長
、
以
下
役
員
）

◆
12
月
3
日（
火
）

私
学
振
興
全
国
大
会　

＊
日
比
谷
公
会
堂

◆
1
月
15
日（
水
）

私
学
新
春
の
つ
ど
い　

＊
横
浜
ロ
イ
ヤ
ル
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
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●
誰
で
も
が
ん
に
な
る
可
能
性
が
あ
る

　

が
ん
に
な
る
方
は
年
々
増
加
し
、
今
や

県
民
の
２
人
に
１
人
が
が
ん
に
か
か
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
が
ん
で
亡
く
な
る
方
も

増
え
て
お
り
、
３
人
に
１
人
が
が
ん
で
亡

く
な
っ
て
い
ま
す
。
が
ん
は
誰
で
も
か
か

る
可
能
性
が
あ
り
、
特
別
な
病
気
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
早
期
発
見
・
早
期
治
療
で
、

多
く
の
方
が
日
常
の
生
活
を
取
り
戻
せ
ま

す
。

●
が
ん
の
予
防
は
健
康
づ
く
り

　

が
ん
の
多
く
は
生
活
習
慣
の
改
善
や
感

染
予
防
に
よ
り
、
予
防
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
一
人
ひ
と
り
が
主

体
的
に
健
康
づ
く
り
を
実
践
す
る
こ
と
か

大
切
で
す
。

●
が
ん
検
診
を
受
診
し
ま
し
ょ
う

　

が
ん
検
診
を
受
診
す
る
と
、
症
状
の
な

い
う
ち
に
が
ん
を
発
見
し
、
早
期
治
療
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
症
状
が
出
て
か
ら

治
療
す
る
よ
り
も
、
身
体
面
で
も
費
用
面

で
も
負
担
が
少
な
く
、
ま
た
、
生
活
の
質

を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

胃
・
大
腸
・
肺
が
ん
は
年
に
１
回
、
子
宮
・

乳
が
ん
は
２
年
に
１
回
で
す
。
自
分
の
た

め
、
大
切
な
家
族
の
た
め
、
が
ん
検
診
を

受
診
し
ま
し
ょ
う
！

●
が
ん
教
育
は
子
ど
も
の
う
ち
か
ら

　

が
ん
の
予
防
・
早
期
発
見
を
含
む
健
康

に
関
す
る
知
識
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
の

こ
ろ
か
ら
習
得
し
、
そ
の
後
の
生
活
の
中

で
実
践
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
学
校
現

場
で
は
、
保
健
体
育
等
の
授
業
の
中
で
、

喫
煙
防
止
や
、
健
康
の
保
持
増
進
・
疾
病

予
防
の
観
点
か
ら
の
健
康
教
育
、
食
に
関

す
る
教
育
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

が
ん
に
関
す
る
教
育
が
行
わ
れ
て
い
る
学

校
は
、
ま
だ
少
な
い
状
況
で
す
。

　

県
で
は
、
平
成
25
年
度
か
ら
、
県
教
育

委
員
会
等
と
連
携
し
、
が
ん
教
育
の
対
象

や
実
施
方
法
、
教
材
の
作
成
に
つ
い
て
検

討
す
る
予
定
で
す
。

●
中
・
高
校
生
か
ら
予
防
で
き
る
が
ん

　

子
宮
頸
が
ん
は
、
中
・
高
校
生
か
ら
予

防
で
き
る
が
ん
で
す
。
子
宮
頸
が
ん
の
原

因
で
あ
る
発
が
ん
性
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ

イ
ル
ス
（
Ｈ
Ｐ
Ｖ
）
の
感
染
の
予
防
を
目

的
と
し
た
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
が
、

４
月
に
定
期
接
種
化
さ
れ
る
見
込
み
で
す
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
対
象
は
、
小
学
６
年
生

か
ら
高
校
１
年
生
の
女
子
（
標
準
的
な
接

種
時
期
は
中
学
１
年
生
）で
す
。詳
し
く
は
、

お
住
ま
い
の
市
町
村
担
当
窓
口
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
ご
家
族
で
話
し
て
み
ま
せ
ん
か

　

が
ん
の
予
防
や
検
診
に
つ
い
て
、
家
族

で
お
話
し
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
保
護
者
の

皆
さ
ん
に
と
っ
て
も
、
生
活
習
慣
を
見
直

す
き
っ
か
け
に
な
る
で
し
ょ
う
。

が
ん
に
対
す
る
正
し
い
知
識
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う

神
奈
川
県
保
健
福
祉
局　

保
健
医
療
部　

が
ん
対
策
課

●
問
い
合
わ
せ
先

　

神
奈
川
県
が
ん
対
策
課

　

電
話　

０
４
５
（
２
１
０
）
４
７
８
０

◆�

神
奈
川
県
の
が
ん
り
患
数
の
伸
び
率
と

総
人
口
の
伸
び
率
の
推
移

「神奈川県悪性新生物登録事業年報」及び「神奈川県の人口と世帯」より作成
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5.50

昭和52年 57年 62年 平成４年 14年

がんり患数
の伸び率

総人口の伸
び率

20年

40,573人

7,967人

（単位：倍）

が
ん
を
防
ぐ
た
め
の
新
12
か
条

１
条　

た
ば
こ
を
吸
わ
な
い

２
条　

�

他
人
の
た
ば
こ
の
煙
を
で
き
る
だ

け
避
け
る

３
条　

お
酒
は
ほ
ど
ほ
ど
に

４
条　

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
生
活
を

５
条　

塩
辛
い
食
品
は
控
え
め
に

６
条　

野
菜
や
果
物
は
豊
富
に

７
条　

適
度
に
運
動

８
条　

適
切
な
体
重
維
持

９
条　

�

ウ
イ
ル
ス
や
細
菌
の
感
染
予
防
と

治
療

10
条　

定
期
的
な
が
ん
検
診
を

11
条　

�

身
体
の
異
常
に
気
が
つ
い
た
ら
す

ぐ
に
受
診
を

12
条　

�

正
し
い
が
ん
情
報
で
が
ん
を
知
る

こ
と
か
ら

公
益
財
団
法
人　

が
ん
研
究
振
興
財
団

主
な
諸
行
事
出
席
状
況

私
学
保
連
諸
行
事
予
定
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